












Studies on Growth of Crocodilian Teeth and Jaw Bones by Three幽Colour
Fluorescent Label1ing Method 
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緒 言
ワニのl~<<'こ関する TJl;L は， おく Owen(1840)11にはじ
玄り，(:8 の56~tの分野では， Rosc (1894)，21 Bolk (1912)31 
Woerdc::nan (191941 1ワ2151) らがとくにくわしく記載して
り， Parrin胃ton(1936)61， ¥Vcttstcin (1937)71， Romcrと
Price (1守40)81，Ja司lesともVellings(1943)91， 1むran(195710， 
























































由夜 Tetracyclincペ ドータイト Calcein料， AJizarinsulfo鴨
nsaure Natriumsalz (MERCK製)そ使用した。注入淡と







合したもの， Alizarin red 8は AlizarinsulfonsaureNatri-






































































な線となってあらわれた. したがって CALと ALでは
3-4臼間隔で投与・しても像は重ならなかった.
しかし TEの注入選 20mg/kgでは注射後4-5日際





























































A の第 15th!滋(これを A' とする〉の'i5~lIJ綬端部に発生し
てから，機能おとして， rlJj際し，脱出し，脱落するまでの
閣に 1つのi主I出rm;内にあらわれる発予言時期の災なった歯で







2湖 Aが A'のlお髄)佐内に入り，発育成長するが A'の





れる.Aはあるi立代の歯を示し， A' は Aの第1先行問， A2は Aの第2先行衛， ，A(ま
Aの第 1後継歯， 2AはAの第2後継阪としてあらわす(若者の分類による). 


















成はある程度進行し， 歯目玉が先行鼠 AI の舌~{lJ根端部で発






的短かく， 10-20 E1の問に移動し Alの舌仮IJ溺根の一部
が吸収され，ついには穿孔される.
3期〈歯箆発育期) : 21切において AIの樹恨部をき手子し
したのち AIの闘髄j箆内に入ったAは Al の歯髄!~~内で





































































































































































































































































































































































歯の交換については， Edmund (196014)，196215))， Parr-
















































試みとして， TE， AL， Trypan blue， Acid alizarin blue 
など穣々の生体染色朔jを用いて，ラットの管発育を比較検
























1) Alizarin red S: AL は1924年にすでに， Robiquent 
とColinがアカネを主成分として分離しており， 1931年に






























2) ドータイト Calcein Calceinは Fluorescein







di (carbomethyl) aminomethyl]-fiuoran は初期の Calcein






強度は， pH 8をピークとし，主主体 (pH7.4)でも充分に
その性能を発揮する.
Korbl51) らは 0.02SNNaOH アルカリ性で Ca'+，
Ba2+，8r2+の指示薬として， とくに Ca肝に対しでもっと
も鋭敏であるζとを認めており， Reyden5') は， NaO日中















8uzukiらは Calceinの異体性である 2，4bis[N，N' di-








われわれはまず CAL100mgを0.050-0.055N KOH 













































































初期選貿形成期では， CAL によるをま光築総分布は，diffuse 
で非常1とわずかな室長光を認めるにすぎないのに対し TE




























































































































































































































( 1) Tetracycline (TE)， ドータイト Calcein(CAL) 
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Studies on Growth of Crocodilian Teeth and Jaw Bones by Three闘Colour
Fluorescent Label1ing Method 
Masakazu KARIYAMA 
Department of Oral Anatomy， Osaka Univer~ity Dental School， 
32， ]oan-cho， Kita仇u，Osaka， ]apan 
Caiman crocodilus is one of the most interesting animals in which to research on the tooth and alveolar 
bone， and their relation. Although every developmental stage of several teeth can be observed at the same 
time， the connection between the tooth and alveolar bone， and tooth alternation are v巴rysimilar to mammal's. 
This report describes the development of the tooth and alveolar bone， and their relation in Caimαn 
crocodilus by a three幽colourlabelling method with Tetracycline-HCL (TE)， Calcein (CAL) and Alizarin red 
S (AL). 
(1) A three幽colourlabelling method with TE， CAL and AL used in this research enabled the investigator 
to evaluate better osseous changes， even the cement and alveolar bone in which mineral deposition and re咽
sorption were active and complicated. 
(2) Remarkable difference was detected in the dentine formation at the developmental stage and the 
site. At the cusp of the dentine， mineral deposition was poor at early stage. Each fiuorescent band was 
observed along the incremental lines after the dentine formation at the cusp. 
(3) CAL fiuoresced green along the incremental lines of enamel at formative stage， although TE and 
AL did at organizing stage. CAL is supposed to connect with mineral components， and TE and AL with 
mineral andjor organic components. 
(4) There were three kinds of cem巴ntsin structure; cellular， acellular and hypertrophic cement. They 
were related to the developmental stage and the site. 
(5) Ordinarily mineral deposition occurred at the peripheral parts of the alveolar bone， and resorption 
did at the inner parts， periodontal side. But at the some developmental stage and the site， bone formation 
was observed at the inner parts of alveolar bone. 






のエナメル質にはかすかにー腐の畿光集積線が，主主牙質には2*の畿光線がみられる.{x 4 (対物鋭)x 5 (接限鏡)
X1.5(写真拡大)}





主幹で，この部から osteonの改造がはじまる. (X10x5x1.5) 




図9. 相隣接する滋 (a，c)の顎脅'水平断で b，ま歯槽中関部である aと bの簡は広く b，cの閣は狭くなってお









図14.TE (黄)， CAL (緑)， AL(赤)， CAL (緑)を15日間協で注入， 最後の CALa入後 2日で殺し材料をとった.
先行歯 (A)の象牙質では，歯髄 (P)1ζ向って，服審lζ主主，緑，赤，綴と 4ヌドの後光線がみられ，セメント質では最
後の CALの緑色後光線のみが一次セメント質にあらわれている.幼若期歯伍(，A)では， エナメ Jレ質には没後の
CALの後光線が，象牙質には AL， CALの2本の後光線があらわれている.頬側歯槽突起部 (B)では，全体{ζ，
diffuseな鐙光を発しているが， 注入時期lζ相当して各をま光発湾総iがミ安切にあらわれており， 外方lζ向つてのびて
いる ζとがわかる.的11¥¥'筒内方への骨添加は主として汲初の TE注入待にみられるのみで，以後は主として吸収
のみである.協i初ì~活基底の~~号梁は 3 回目の AL と 4 回 g の CAL の注入後i乙形成された骨により形成されている.
舌側歯槽筒畿の骨は，歯j民(，A)の発育のために部分的に吸収されているが，新しい骨の添加も多く(↑)，全体と
して添加形成が進行している. (X4X 5 x 1.5) 
図15.TE， CAL， AL， TEを15尽の隠i痛で注入し，没後の TEを注入後， 24時間後に材料を採取したもの.脱出歯 (A)
ではAL注入後に2次セメント質が形成された ζ とがわかる.後継fおもめでは， 1資冠部エナメノレ貿lζ1回目の TE
後光線がみられるとともに(↑)， 2回目注入の CALと最後の TE鐙光が混合し，全胞にわたって diffuseな鐙光
集積としてあらわれている(1).溺槽突起外縁 (B)では骨形成が遂行しているが，活仮1]歯槽荷主主底部から舌側溺摺
認墜にかけて，歯膝(，A)の発育のため吸収が遂行し，世Hf1W筒基底の骨梁[と穿孔がみられる.(4x5 x 1.5) 








の{r1長がみられる(1 ) . (x 4 x 5 x 1.5)
図18. 発生初期の歯IlL 象牙rが形成されたところに diffuseな TEの後光集積がみられるが(↑)，エナメ Jレ質の室長光築
fl1は非常に弱い(t ) . (x 20x 5 x 1. 5) 
図19.図18の歯j伍よりも，叡冠頂がすζ し発脊したもの.象牙買の形成とともに，エナメノレ買の基質形成がすすんでいる
ことを示すもので TEとALの後光集積が diffuseにみられる(↑ ).(X20x5x1.5)









つであらわれたもので，同一時期に形成されたものである. CAL の緑色後光線を境として骨は外縁では，タ~<<lIJ l乙
向って新生'符が生長し，内部では CAL注入後は骨の添加がなく，吸収のみで，中心部では，骨髄ー践に向って骨
の添加が進行している.(x 4 x 5 x 1.5)
図2.下顎骨骨{本部.外周縁では，外側IHζ向って新しい骨の形成がすすみ母体内部では形成時期の呉なる赤と黄色の室長
光線をもっ新生骨が入りまじって形成されているct).これは，骨体内部での~'組織の霞換現象を示すものである.
(X4X5X1.5) 
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